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                    江 崎  昭 二 
＜戦時中＞ 
◇学徒動員で鐘紡・防府工場にて砂

糖を原料に航空機用アルコールを作

る工場建設に従事。 
 

＜戦後、昭和２２年＞ 
◇縁あって鐘紡・高砂工場に入社し、

動力課に勤務。高砂と防府工場はレ

ーヨン生産の姉妹工場として建設さ

れ、建物配置などがそっくりなのに

びっくり。高砂工場でも航空機用ア

ルコールが作られていたと聞き、そ

の設備を生かし戦後ブタノールアル

コールの生産・アミノ酸醤油・パン

酵母等、発酵関係事業に発展したも

のと思われる。 
 

＜昭和２４年９月＞ 
◇鐘紡より分離独立し鐘淵化学が誕生。当日の

折り詰め弁当でサルモネラ菌による食中毒が

発生。操業に支障をきたしたが、わたしは食中

毒にかからず幸であった。当時高砂工場では石

鹸・搾油・アミノ酸醤油・ＢＨＣ・パン酵母・

マーガリンなどが主力製品で、給料も一部物給

で、独身者は毎月のそれを換金し、衣服、食料

や映画を見たりしたのも懐かしい。また毎週ク

ラブで社交ダンスのレッスンがあり、クリスマ

スにパーティもあり、社交ダンスばやりであっ

た。 
 

＜昭和２５年＞ 
◇ 大阪工場へ転勤。動力課勤務。塩ビ・電解工

場の建設が進み、７月操業。本格的な化学会

社のスタートとなった。９月ジェーン台風来

襲。受電線が倒壊し操業停止。当時工場内の

水道は滅菌されておらず、私は運悪く赤痢患

者第１号で高槻の病院に隔離入院。当時日本

は占領下であり、米軍指導のクロマイの使用

でやっと回復し、今の私があると思えば懐か

しい。 

＜昭和２８年＞ 
◇結婚。９月台風１３号来襲。芥

川決壊で工場浸水し、５日間操業

停止。別府社宅も床上浸水し大変

であった。 
 
＜昭和３２年＞ 
◇本社に転勤しカネカロン（以下

ＫＬ）営業部勤務。当時、本社は

本町相愛ビルにあった。ＫＬの耐

酸性を生かして捺染用アンダーク

ロス・濾過布・耐酸用作業服など

産業資材用途の開発販売を行う地

味な仕事であった。特にチッソ水

俣工場の水俣病問題の最中に何度

も訪問し、耐酸用作業服を大量に納入できた事

は印象に残っている。 
 

＜昭和３３年＞ 
◇KL 事業部は船場分室に移転。更に 34 年 4
月 10 日、本社は淡路町ニューキタハマビルに

移転。当日は皇太子ご成婚（現平成天皇）の日

であった。 
 

＜昭和３７年１０月＞ 
◇東京事務所に転勤でＫＬ営業部勤務。東京ヒ

ルトンホテルに KL カーペット納入作戦に参加。 
オープン前の電気配線・壁面内装工事業者等に

挨拶し、予備のないカーペットに傷や汚れをつ

けないよう、渡りをつけるのは一苦労であった。 
◇また、東京日生劇場に難燃性を生かした、袖

幕納入では建築設計事務所に日参し、濃えんじ

色の色合わせに苦労、強烈なライトに対する耐

色性や、俳優さんの汗による脱色性を心配した

が、どうにかクリヤー出来てほっとした。 
◇こけら落としは劇団四季による 
加賀まりこ主演の“オンディーヌ” 
であった。（次号に続く） 
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＜会員の広場＞ 
     

小 城  一 洋 
■昨年１１月にカネカを定年退職し、同年末故郷鹿

児島に住むことを決断、現在に至っている。 

鹿児島は、小生が高校３年まで暮らした地である

から、実に４２年ぶりである。その間、訪れたこと

がないわけではないが、大きく変容を遂げていた。

変わっていないのは、我が親類縁者及びその周辺の

人々である。その人々でさえ、名前と顔が確認でき

るのはわずかで、故郷への往来が少なかったことを

悔やむのは今更遅く、今後の生活で徐々に取り戻し

てして行くしかない。 

■さて、定年後の難

題。大阪住居の処分

及び鹿児島への移動

は長男夫婦に手伝っ

てもらったが、年

金・保険等の変更、

確定申告・住所変更

等の諸手続き、他多

数。今までやったこ

とのない中での悪戦

苦闘。全て済んだの

は定年後半年すぎて

からであった。その上、住居の整備、庭の植樹、た

くさんの問題を徐々に片付けつつ動き回った。まだ

完全ではないが、やや落ち着きを得つつある昨今で

ある。 

■そんな環境のなかで、私を温かくじっと見守って

くれたのは自然であり、その代表格が桜島である。 

 その周囲には噴火で埋まった鳥居の先端、溶岩道

路等で著名な活火山である。しかし、その噴煙を最

近時々は見るが、昔に比べ少なくなったようだ。 

■桜島は鹿児島県のほぼ中央にあるのはご承知のと

おりで、よく紹介されるのは鹿児島市城山からの

荒々しい姿、明治の偉人西郷にひけを取らぬ雄姿で

あるが、小生が紹介するのは優美で荘厳でいわゆる

かっこいい佇まいなのである。ひとつは鹿児島宮崎

の県境霧島山麓からの景色であり、もうひとつが私

の住む地から伺うそれである。 

■まず、鹿児島の北端にある霧島山麓は、天孫降臨

で知られる高千穂の峯に代表されるが、その山麓か

ら桜島を覗き見るや感嘆の言葉を発せざるを得なく、

即ち我が地のある姶良平野・錦江湾・そして桜島・

鹿児島市・遠くに開聞岳と正に箱庭と賞賛すべき構

図があまねく展開される。この地は一度眺めを点ず

るや「ヤッホー！」と言葉を発せざるを得ない。 

■そして、我が住処と桜島は、鹿児島のなかでも選

りすぐった地のりを得た関係であり、どんなに自慢

してもし過ぎるこ

とはないと思って

いる。最寄りの駅

は、来年開業する

九州新幹線の終着

駅である鹿児島中

央駅から、錦江湾

沿いを走る宮崎・

大分方面への日豊

本線で三つ目の駅

“重富”駅である。

その駅から二キロ

だから、桜島はや

はり数キロ先にその全容を見せ、一日にその色を数

回変えると言われるほど優美な姿を、錦江湾越しに

見せてくれるが、我が家の庭や我が家に近接する高

台にある姶良運動公園から、その８割方を眺めるこ

とが出来る。 

■日夜、我家からそれを鑑賞し合掌し、そして様々

ことに孤軍奮闘している自分の姿を移し替え、優美

にして壮大な桜島を心の師と仰ぎつつ、ややもする

と弱気になりがちな自分を鼓舞し今日・明日の生活

に士気を与え、毎日を生きていく『よすが・癒し』

となっている。 

■その桜島を一度は訪れたいと思う先輩諸氏は、下

記を参考に地図をインターネットで探し、必要であ

れば小生まで問い合わせされたい。 

 “重富”の存在地：鹿児島県姶良郡姶良町 

以上 
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＊例会出欠連絡時の皆さんの近況を報告します。 
 

橋本 滋さん 
・15 日、長女の結婚式出席のため 14 日より神戸に

出かけます。残念ながらゴルフ・例会ともに欠席さ

せて頂きます。 
駒走 隆道さん 

・10 月３日にカネカ同期の松岡・谷・大松の３氏が

大阪から湯布院に来て歓談しました。平成１５年度

から玖珠町の観光協会長と日田玖珠法人会玖珠支部

長に任命され多忙を極めています。 
 会社の方は上期（４～９月）は計画を３千万円上

回る売上げで、６億６千万円を６ヶ月で売上げ、こ

ちらも多忙を極めています。 
山口 敏夫さん 

・2 年前にスベッテ足の骨を折り、以来今日までク

ラブを振っておらず、足のほうもすっかり良くなり

ましたので、ソロソロ練習でもと思っているところ

です。このような訳で欠席致します。 
縄田 順孝さん 

・当日は他の予定があり残念ながら出席できません。

小生は相変わらず山口と福岡の二重生活を送ってい

ますが、そろそろ潮時かとも思っています。腰痛の

完治せず好きなゴルフが出来ないのも残念な事です。 
藤村 康弥さん 

・今年は３０数年ぶりに大阪工場を訪ね、白雲荘で

の支部例会に参加させていただく予定にしておりま

す。 
 小城 一洋さん 
・出席したいのはやまやまですが、公共機関に乗る

のが始めてになるので、今回は欠席させて頂きます。 
高橋 秀典さん 

・今年、大阪府老人大学講座に入学し、陶芸科に所

属。毎週金曜日に通学しています。クラブ活動も写

真部に入部し、単調に流れる生活に、やや目標的な

ものが出来て喜んでいます。ゴルフは全く少ないで

すが、元気にやっています。 
 外山 裕茂さん 
・15 日、滋賀工場ＯＢゴルフ会と重なってしまいま

した。残念です。次回お願いします。 

石原 晋一郎さん 
・１０月カネカクラブ４周年記念の展示会に陶器を、

１１月写真展に写真を出展しますので、こちらにお

越しの節は是非ご覧ください。 
パソコンの方は、70 歳の手習いで相変わらずモタ

モタしています。カネカクラブで私より先輩が勉強 
していますので、落ち着いたら習いに行こうかと思

っています。 
本社や滋賀支部の歩く会から誘いを受けています

ので健康管理を兼ねて参加しようと思っています。 
後藤 祐吉さん 

・最近ゴルフがダボペースになって困っています。

玉名では心機一転がんばりますのでよろしく。 
楢崎 賢治さん 

・10 月 12 日伊原山(983ｍ)に中学校同期生 3 人と登

りました。 
青木 得志さん 

・50 年続いた福岡市の町世話人制度が時の流れに合

わなくなり、来年 3 月末をもって廃止と決まりまし

た。そのため、行政と校区自治連合会へバトンタッ

チするための検討打合せが頻繁にもたれ、毎週末の

夜は集会がかかり、このところ多忙です。 
 江崎 昭三さん 
・最近、体調を崩しふらつく事があり、例会当日急

にキャンセルする事があるかもしれません。その節

はあしからず。 
市木 丞さん 

・ 悠々快適に過ごしています。 
 西村 和夫さん 
・6 月よりカネカの建材営業所（九州カネライト 2
階）に出向し、ＫＬＦとＳＣのデリバリーを担当し

慣れない仕事に悪戦苦闘しています。 
 中村 晃さん 
・９月・１０月に放映された NHK 教育テレビ「パ

ソコンで絵を書こう」を見て、はまりそうな予感。 
デジタル印象派としていずれ作品を披露するのが夢

です。 
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＜平成１５年度九州・山口支部活動報告＞ 

支部長 中村 晃 

 

＊すでに実施した行事・会議 

 

２月 ７日 幹部会・第３回職場訪問（九州カネライト）・第１回作品展・九鐘会との懇親会 

２月２０日 支部だより第３号発行 

３月１１日 鐘華会定例役員会（芦屋荘にて） 

３月２２日 第１回ハイキング（大宰府・四王子山） 

４月２４日 第５回ゴルフコンペ（ブリヂストンＣＣ）初参加：薬師寺、古賀、堂ノ口、川上、 

５月２０日 支部だより第４号発行 

５月３１日 第２回ハイキング（基山）（台風のため中止） 

１０月４・５日 武蔵と門司港レトロの旅 （参加希望者少なく中止） 

１１月１４日 第６回ゴルフコンペ（玉名ＣＣ） 

１１月１５日 平成１５年度支部例会 

 

＊今後の予定 

・平成１６年２月   幹事会・作品展 

         九鐘会との懇親会・賀詞交歓会 

＊人の動き（１９名→２３名）（敬称略） 

（入）上野 賢二、 薬師寺是文、 古賀 照孝、 小城 一洋、 廣政 誠、 

（出）藤村 庸弥、 

（地区別分布）福岡７名、久留米４名、山口３名、熊本３名、 

大分２名、鹿児島２名、その他２名、 

＊幹事（７名） 

（福 岡）青木、上野（與）、市木（ハイキング）、 
（山 口）江崎、 
（熊 本）後藤（ゴルフ）、 
（久留米）中村、成相（会計）、 
 

＊定例役員会の議題 
（１） H14 年度各支部活動報告および H15 年度活動計画（省略） 
（２） 各支部例会の日程について（省略） 
（３） 会計の扱いについて 

・ＬＣ退会餞別金（10 千円）を、鐘華会入会金として徴収。（平成 15 年度より） 

＊江崎さんの「思いで日記」は、２～３回の連載でお願いすることにしました。カネカ創立の日に食中毒と

はーーカネカの社員が当時どのような生活をしていたか良くわかる貴重な資料です。（続）も乞うご期待。 
＊小城さんから最近届いた挨拶状には、「昨年 11 月の定年日直前、病を抱える事になりーー」とありますが、

早く元気になって、鐘華会の活動にも積極的に参加して頂きたいものです。それにしても「桜島」に対する

想い入れは、相当なものです。その「桜島」を拝みに、新幹線が開通したら是非訪ねてみたいものです。 
＊今年度の目玉にしたいと上野（與）さんに企画していただいた「武蔵と門司港レトロの旅」は、参加希望

者が少なく、残念ながら中止になりました。今後の活動に関して皆さんのご意見をお聞かせください。 


